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「第 2 期鳴沢村まち・ひと・しごと創生人口ビジョン／総合戦略（案）」に対する 

パブリックコメントの実施について■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 
 
１ パブリックコメントの概要 

 
●実施方法 

  「鳴沢村まち・ひと・しごと創生人口ビジョン／総合戦略（案）」を村ホームページにて提示及び

希望者には印刷したものを配布して、意見・提案等の募集を実施。 

 

●期間 

  令和２年３月２３日（月）～３月３１日（月）  合計７日間 

 
●意見提出者数等 

  提出者 １名    提出件数 １件 

 
●提出方法の内訳 

（名） 
直接持ち込み 郵送 ＦＡＸ Ｅメール 合計 

０ ０ ０ １ １ 

 
２ 意見等の内容と村の考え方 

 
①鳴沢村まち・ひと・しごと創生人口ビジョン／総合戦略（案）について（１件） 

●「第１章 人口の現状分析」について 

意見の内容 意見に対する村の考え方 

国のまち・ひと・しごと創生本部の資料による

と、原則は下記のとおりとなっています。 

(1) 自立性（自立を支援する施策）  

(2) 将来性（夢を持つ前向きな施策）   

(3) 地域性（地域の実情等を踏まえた施策）  

(4) 直接性（直接の支援効果のある施策）   

(5) 結果重視（結果を追求する施策）  

 

 そこで、４3ペ－ジ観光地の整備について、

鳴沢村の将来性を考えて意見を述べさせて戴

きます。 

富士山が世界文化遺産に指定されてから、世界

中のから観光客が来ています。 

鳴沢村には、富士山の眺望がすばらしい場所が

数多くあり、特に紅葉台や三湖台からの眺望は 

他には無い、雄大な手つかずの自然も観る事が

出来る場所であります。 

 国が地方創成事業を推進している今、観光業

を発展させて新たな雇用を生み出す可能性が

ある 

開発を行う事を提案致します。 

①高尾山のように普段着でも行ける目的地へ

のアクセス、ハイキングコース整備。 

②鳴沢村や山梨県の美味しいものを集めて、道

 貴重なご意見ありがとうございます。第 2期鳴

沢村まち・人・しごと創生人口ビジョン／総合戦

略の策定後に各種施策を推進するにあたっては、

国の地方創生交付金事業（補助事業）の利用も念

頭においています。その利用に際しては、本計画

との関連性が必要となります。このため、各施策

については、大きな枠組みで検討を進め、多様な

対応ができるように構成しております。ご指摘い

ただきました（ご提案）箇所は、Ｐ75 基本目標

Ⅳ 施策 8「観光資源の整備と観光振興による交

流・関係人口の増大」の主な取組欄に「●道の駅

を活用した観光振興」及び「●観光資源の活用」

に該当するものであります。このような計画の構

成でありご提案のご趣旨もこの枠組みに含まれ

ると考えますので「総合戦略」の記述の変更はい

たしませんが、今回のご意見も参考に施策の充実

に努めてまいります。なお。お寄せいただいた四

つの取り組みについては、次のように考えており

ます。 

① ハイキングコースについては、魔王天神社か 

ら足和田山へのコース整備を行いました。ご

意見のとおり、新たなコースなどを含めてブ

ラッシュアップを進めて改善に努めていきま

す。 
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意見の内容 意見に対する村の考え方 

の駅をリニュ－アル。 

③季節ごとに、富士山が映える景色を造る。※

例えば桜やもみじと富士山をコラボなど 

④ネイチャーガイド（村公認ガイド）育成事業

の構築。 

②道の駅については、建設後 20 年以上経過して

おり、見直しの時期が到来しております。村の

観光拠点としてリニューアルなどを含めて検

討していく予定です。 

③ ご指摘のとおり、桜や紅葉などとのコラボに

よって富士山が映える景色、とりわけ写真映

えするスポットは、まだまだ知れ渡っておら

ず、開拓の余地が大きいように思います。昨

年７月よりインスタグラムを活用して「なる

写わ」を開始したところ多くの富士山などの

写真が集まってきております。本写真を利用

して村民カレンダーを作成しましたので、新

たな撮影スポットなど村の魅力が感じられる

のではないかと思います。写真撮影者から、

村の魅力やスポットなどを聞き取り、ご意見

を反映しながら更なる魅力につながる場所の

整備などを検討していきます。 

④ 現在、複数の事業者が、ネイチャーガイドを

取り扱い運営しており、事業者が活発に営業

に取り組んでいます。専門的な知識を事業者

内で共有し勉強を重ねており順調に経営でき

ているように感じています。また、鳴沢村を

フィールドに活動することで村の自然環境な

どの魅力を発信していただいております。こ

のような状況ですので、村が直接ガイドを公

認・育成することは現在のところ考えており

ませんが、いただいたご意見も参考に効果的

な支援や協力のあり方を模索してまいり 

ます。 

(企画課企画政策係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


